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教
育
を
拓ひ

ら

く
知
恵
　

～
「
食
育
」
は
活
き
る
力
を
育
み
　
豊
か
な
暮
ら
し
を
つ
く
る
～

　
食
は
わ
た
し
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
健
康
に
暮
ら
し
て
い

く
上
で
の
根
幹
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
食
と
出
合
う
こ
と
に
よ
り

知
識
だ
け
で
は
な
く
、
食
に
関
す
る
自
分
の
課
題
を
見
つ
け
、
そ

の
学
び
か
ら
生
き
る
力
を
育
み
、
自
分
の
「
く
ら
し
」
を
豊
か
に

す
る
知
恵
を
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　
６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
。
そ
こ
で
「
食
育
」
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
み
ま
し
た
。
　

編
集
／
中
野
市
教
育
委
員
会

№
39

食
で
つ
な
が
る
　
豊
か
な
ま
ち

食
の
改
革
と
学
校
給
食
の
歩
み

　　
こ
こ
で
、
食
の
改
革
を
目
指
し

て
い
る
学
校
給
食
の
歩
み
を
た
ど 

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
７
年
、
延
徳
小
学
校
で
寒

い
冬
季
間
だ
け
で
も
温
か
い
み
そ

汁
を
と
の
願
い
か
ら
「
み
そ
汁
給

食
」
が
最
初
で
、
そ
の
後
、
各
学

校
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
村
を
あ
げ
て
取
り

組
ま
れ
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や

学
校
教
育
に
対
す
る
熱
い
思
い
の

現
れ
で
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
に
入
り
、
パ
ン 

・
ミ
ル
ク
・
お
か
ず
の
３
種
類
に 

よ
る
「
完
全
給
食
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
に
は
、
学
校
給
食

育
の
講
座
を
開
催
し
て
お
り
ま
す

が
、
例
え
ば
北
部
公
民
館
で
は
、

毎
年
「
あ
る
あ
る
探
検
隊
」
を
募

集
し
、
赤
岩
地
区
の
皆
さ
ん
と
米

作
り
や
干
し
柿
作
り
な
ど
を
行

い
、
世
代
間
交
流
の
貴
重
な
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◇
　

　
食
と
の
出
合
い
は
、
子
ど
も
た

ち
の
感
性
や
生
き
る
力
を
育
み
、

子
ど
も
の
未
来
の
生
活
の
礎
と
な

る
学
び
の
場
で
す
。

　
毎
月
の
19
日
は
「
食
育
の
日
」

で
す
。
日
頃
の
食
生
活
を
見
返
し

た
り
、
我
が
家
の
「
味
づ
く
り
」

に
挑
戦
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
食
は
人
間
を
変
え
る
力
を
も

持
っ
て
い
ま
す
。

長谷川陽子プロフィール
井上頼豊に師事。文化庁派遣在外研修員として
フィンランドに留学、アルト・ノラスに師事。
第54回日本音楽コンクール第２位、90年ロス
トロポーヴィチ国際コンクール特別賞他、受賞
多数。プラハ交響楽団など、国内外のオーケス
トラと多数共演。NHK「純情きらり」で曲演
奏を担当。今年１月には、バーバーとエルガー
の協奏曲を収録したCDをリリース。
http://yoko-hasegawa.com/

三舩 優子プロフィール
1988年第57回日本音楽コンクール第１位入
賞。桐朋学園大学卒業後、ジュリアード音楽院
に留学。91年アメリカ・デビューを果たし、
同年フリーナ・アワーバック国際ピアノコン
クール優勝。６年間に亘りNHK-BS2「週刊
ブックレビュー」の司会を務めるなど、多岐に
活躍。幅広い音楽性とダイナミックな魅力を持
ちあわせたピアニストである。
http://www.yukomifune.com

華
麗
な
る
共
演
！
　
長
谷
川
陽
子
＆
三
舩
優
子

チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

晋
平･

辰
之
メ
モ
リ
ア
ル

　
中
山
晋
平
先
生
・
高
野
辰
之
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
本
市
出
身
の

音
楽
家
の
業
績
を
称
え
、
優
れ
た

音
楽
芸
術
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
た

め
、
長
谷
川
陽
子
さ
ん
、
三
舩
優

子
さ
ん
の
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
10
月
16
日
㈯

時
間
　
午
後
５
時
30
分(

開
場
）
、

午
後
６
時(

開
演)

会
場 

市
民
会
館
ホ
ー
ル

曲
目 

無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
第
一

番
よ
り
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
／
ト
ル
コ

行
進
曲
／
白
鳥
／
夢
の
あ
と
に
／

幻
想
即
興
曲
／
夜
想
曲
第
二
十
番

遺
作
／
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
よ
り
第

一
楽
章
／
月
の
光
／
ト
ロ
イ
メ
ラ

イ(

チ
ェ
ロ
版)

／
ア
ヴ
ェ
・
マ

リ
ア(

チ
ェ
ロ
版)

／
ラ
・
カ
ン

パ
ネ
ラ
／
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
／
鐘
／

序
奏
と
華
麗
な
る
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

(

曲
目
・
演
奏
順
は
変
更
に
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す)

入
場
料(

全
席
自
由)

先
行
発
売
　
２
５
０
０
円

６
月
18
日
㈮
～
８
月
19
日
㈭

一
般
発
売 

３
０
０
０
円

８
月
20
日
㈮
～
10
月
16
日
㈯

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

市
役
所
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

中
山
晋
平
記
念
館
、
高
野
辰
之
記

念
館
ほ
か
　

問
い
合
わ
せ
先 

市
役
所
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１(

内
線
３
９
４)

　　
食
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
食
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ
り

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
食
生
活
は
豊
か
に
な
り
、
あ
ら

ゆ
る
食
材
が
世
界
中
か
ら
輸
入
さ

れ
、
食
べ
た
い
も
の
が
、
い
つ
で

も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
一
方
、
食
生
活
の
乱
れ
、
生
活

習
慣
病
の
増
加
、
家
族
そ
ろ
っ
て

食
卓
を
囲
む
機
会
の
減
少
、
食
を

大
切
に
す
る
意
識
の
希
薄
化
、
輸

入
食
品
の
安
全
性
の
問
題
な
ど
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
に
食
育
基
本
法
が
制

定
さ
れ
、
「
食
に
関
す
る
正
し
い

知
識
の
習
得
」
「
食
を
選
ぶ
力
」

「
健
全
な
食
生
活
」
を
実
践
す
る

人
間
を
育
て
る
「
食
育
」
の
推
進

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
３
月
に
「
中
野
市
食

育
推
進
計
画
」
が
で
き
、
乳
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
食
を
通
じ
て

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
食
を
大

切
に
し
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
も
、
こ
の
計
画 

に
沿
い
、
家
庭
・
地
域
・
生
産
者 

な
ど
の
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
団 

体
と
連
携
し
、
食
育
推
進
に
取
り 

組
ん
で
い
ま
す
。

食
材
を
育
て
る
子
ど
も
の
学
び

　
食
育
の
基
本
は
家
庭
で
す
が
、   

学
校
な
ら
で
は
の
食
育
の
推
進
は   

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
習
の
場   

と
な
っ
て
い
ま
す
。             

　
そ
の
代
表
的
な
活
動
は
、
小
学

校
低
学
年
の
生
活
科（
週
３
時
間
）

や
中
・
高
学
年
の
総
合
的
学
習   

（
週
２
～
３
時
間
）の
時
間
で
す
。  

　
子
ど
も
た
ち
は
、
キ
ュ
ウ
リ
や

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
栽
培
を
通
し 

て
、
食
物
を
育
て
る
苦
労
や
収
穫

の
喜
び
だ
け
で
な
く
、
旬
の
味
を

体
験
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
す
る
体

験
を
通
し
て
、
食
文
化
や
命
の
大

切
さ
と
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
公
民
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
食

「食育の日」の献立
 ６月19日が土曜日のため、18日を「食育の
日」とした、南部学校給食センターの献立です。
○紫米ごはん ○牛乳 ○味噌なめ玉汁(な
めこ、玉ネギ、サヤエンドウ)・ニジマスの
塩焼き(木島平産)・キャベツの即席漬け
(キャベツ、キュウリ、人参)※市内で取れ
た旬の食材をできる限り使用しています。

セ
ン
タ
ー
が
中
野
・
豊
田
両
地
区

に
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

新
た
な
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
、
現
在
は
、
南
部
（
西
条
）
・

北
部
（
新
井
）
・
豊
田
（
豊
津
）

の
３
つ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
全
小
中
学
校
に
学
校
給
食
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中

野
市
の
豊
か
な
農
産
物
を
食
材
と

し
た
り
、
行
事
食
、
郷
土
食
を
提

供
し
て
お
り
、
学
校
給
食
は
郷
土

の
誇
り
と
愛
着
を
学
ぶ
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

職員採用試験
 平成22年度市職員採用上級試験(行政、土木)を行います。受験を希望される方は、市役所庶務課・総
合窓口案内、豊田支所地域振興課、北部・西部の各公民館、永田窓口サービスステーションにある受験案
内で受験資格などを確認の上、所定の試験申込書により申し込みをしてください。
 なお、受験案内・試験申込書は、市公式ホームページからダウンロードいただけます。

受験申し込み・問い合わせ先 市役所庶務課職員係 ☎(22)２１１１(内線２09・２１3)

試験区分
採用
予定
人員

受験資格 第１次試験 試験申込
受付期間生年月日 住所要件 学力資格 科目 日時・会場

上級
試験

行政 若干名 日本国籍を
有し、昭和
55年４月２
日から平成
元年４月１
日までに生
まれた者

平成22年５月１日現在
中野市に住民登録があ
り、将来にわたって居住
する予定の者(勉学など
で他に居住している者を
含む)

大学卒業程
度の学力を
有する者

・教養
・専門
・論文
・一般性格
  診断検査
・職場適応
  性検査

７月25日㈰
午前８時45分

中野市役所
会議室

６月４日㈮

～

６月22日㈫
土木 若干名

大学の土木
専門課程(都
市工学系を
含む)卒業
程度の学力
を有する者


